
地
域
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
に
見
る

イ
ン
パ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
践

地
域
発
の
事
例
か
ら
浮
か
ぶ

イ
ン
パ
ク
ト
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
促
進
へ
の
示
唆

金
融
機
関
は
、
単
に
資
金
を
供
給
す
る
存
在
に
と
ど
ま
ら
ず
、
社
会
課
題
の
解
決
と
企
業
の

持
続
可
能
性
向
上
を
後
押
し
し
、
社
会
全
体
の
持
続
可
能
性
を
共
に
考
え
て
い
く
存
在
で
あ

る
│
│
。
こ
う
し
た
問
題
意
識
の
下
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア
セ
ッ
ト
ク
ラ
ス
の
金
融
機
関
が
集
う

「
イ
ン
パ
ク
ト
志
向
金
融
宣
言
」
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
指
標
分
科
会
で
は
、
知
見
の
共
有
や
議
論

を
進
め
て
き
た
。
本
稿
で
は
、
同
分
科
会
が
今
年
５
月
に
発
行
し
た
事
例
集
（
注
）
か
ら
、
地

域
で
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
に
取
り
組
む
ア
ス
テ
ナ
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
の
事
例
を
紹
介
し
た
い
。

社
会
課
題
の
解
決
に
向
け
た

社
会
課
題
の
解
決
に
向
け
た

奥
能
登
で
の
取
り
組
み

奥
能
登
で
の
取
り
組
み

　

ア
ス
テ
ナ
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
は
、
東
証

プ
ラ
イ
ム
市
場
上
場
の
ア
ス
テ
ナ
ホ

ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（
Ｈ
Ｄ
）
の
子
会

社
で
あ
る
。
ア
ス
テ
ナ
Ｈ
Ｄ
は
創
業

１
１
０
年
を
超
え
る
医
薬
品
・
化
学

品
・
化
粧
品
・
食
品
原
料
メ
ー
カ
ー

で
あ
り
、
２
０
２
１
年
６
月
か
ら
石

川
県
珠
洲
市
を
拠
点
に
「
奥
能
登
」

地
域
で
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
を
展

開
し
て
い
る
。

　
Ｂ
to
Ｂ
を
中
心
と
す
る
医
薬
品
・

化
学
品
企
業
が
地
域
の
ソ
ー
シ
ャ
ル

ビ
ジ
ネ
ス
に
取
り
組
む
の
は
、
意
外

に
映
る
。
た
だ
同
社
に
は
、
創
業
以

来
「
で
き
る
こ
と
か
ら
社
会
課
題
の

解
決
に
取
り
組
む
」
と
い
う
企
業
精

神
が
受
け
継
が
れ
て
き
た
。

　

珠
洲
市
は
本
州
で
最
も
人
口
が
少

な
い
市
で
、
少
子
高
齢
化
が
急
速
に

進
む
。
能
登
半
島
最
北
端
と
い
う
地

理
的
条
件
か
ら
物
流
コ
ス
ト
が
高
い

な
ど
、
事
業
環
境
と
し
て
不
利
な
要

素
を
数
多
く
抱
え
て
い
る
。

　

同
社
は
、
こ
う
し
た
特
性
で
あ
る

が
故
に
社
会
課
題
が
集
中
的
に
顕
在

イ
ン
パ
ク
ト
志
向
金
融
宣
言

イ
ン
パ
ク
ト
志
向
金
融
宣
言

事
務
局
長
代
理

事
務
局
長
代
理中

村
麻
紀

金融財政事情2026． 8．25 26※週刊金融財政事情が記事の利用を許諾しています。



ソーシャルビジネスとＩＭＭ

化
す
る
「
社
会
課
題
の
先
進
地
域
」

と
し
て
珠
洲
市
を
捉
え
た
。
特
に
着

目
し
た
の
が
「
地
域
経
済
循
環
率
」

で
あ
る
。
18
年
時
点
の
珠
洲
市
の
値

は
62
・
８
％
に
と
ど
ま
り
、
地
域
内

で
生
み
出
す
付
加
価
値
だ
け
で
は
住

民
の
所
得
を
賄
い
切
れ
ず
、
そ
の
一

部
を
域
外
か
ら
の
所
得
移
転
に
依
存

し
て
い
る
構
造
で
あ
っ
た
。

　

高
齢
化
の
進
行
も
、
年
金
を
は
じ

め
と
す
る
域
外
か
ら
の
所
得
流
入
へ

の
依
存
度
を
さ
ら
に
高
め
る
要
因
と

な
っ
て
い
た
。
能
登
半
島
地
震
や
奥

能
登
豪
雨
の
影
響
に
よ
り
、
こ
う
し

た
課
題
の
深
刻
さ
は
今
後
さ
ら
に
増

す
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。

　

同
社
は
「
地
域
素
材
を
生
か
し
た

商
品
開
発
で
し
っ
か
り
稼
ぐ
」「
地

元
と
共
に
働
く
仕
組
み
で
人
を
雇

う
」「
川
上
か
ら
関
わ
る
構
造
で
地

域
に
仕
事
を
つ
く
る
」
と
い
う
三
つ

の
イ
ン
パ
ク
ト
条
件
を
掲
げ
た
。
珠

洲
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
の
組
成
、

外
部
人
材
・
起
業
家
の
誘
致
、
若
者

へ
の
教
育
支
援
な
ど
具
体
的
な
活
動

を
積
み
重
ね
て
き
て
い
る
。

上
場
企
業
グ
ル
ー
プ
と
し
て
の

上
場
企
業
グ
ル
ー
プ
と
し
て
の  

Ｉ
Ｍ
Ｍ
の
実
践
の
意
味

Ｉ
Ｍ
Ｍ
の
実
践
の
意
味

　

そ
の
成
果
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ

る
の
が
、
地
元
の
酒
粕
や
有
機
米
ぬ

か
、
塩
、
ヒ
バ
の
香
り
と
い
っ
た
奥

能
登
な
ら
で
は
の
素
材
を
活
用
し
た

ヘ
ル
ス
ケ
ア
ブ
ラ
ン
ド
「
Ｎ
Ａ
Ｉ

Ａ
」
だ
。
地
域
資
源
に
新
た
な
価
値

を
見
い
だ
し
、
単
な
る
「
地
域
の
お

土
産
」
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
日
常
的

に
選
ば
れ
る
ブ
ラ
ン
ド
へ
育
て
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
る
。

　

一
方
で
、
社
内
外
か
ら
「
な
ぜ
ア

ス
テ
ナ
グ
ル
ー
プ
が
奥
能
登
で
ソ
ー

シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
に
取
り
組
む
の

か
」
と
い
う
問
い
が
多
く
寄
せ
ら
れ
、

そ
の
意
味
や
意
義
を
ど
う
伝
え
る
か

が
課
題
と
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
同

社
は
、
イ
ン
パ
ク
ト
可
視
化
支
援
を

行
う
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
の
イ
ン

〔図表１〕 インパクト創出に向けた取り組み

（出所） 　インパクト志向金融宣言ソーシャル指標分科会（図表２も同じ）

❶

❷

❸

❹

❺

❻

❼

アクティビティー
（７つの取り組み） アウトプット・ＫＰＩ

地域素材を生かした商
品開発でしっかり稼ぐ

地元と共に働く仕組み
で人を雇う

川上から関わる構造で
地域に仕事をつくる

珠洲オーガニックビレ
ッジの組成と農業協業
の推進

NAIAブランドを通じた
能登の魅力発信と関係
人口の創出

外部人材・起業家を呼
び込み、ネットワーク
を定着させる

若者の挑戦を後押しす
る教育支援

•地域素材を活用した商品の売上高 
•商品別のリピート率

•珠洲拠点の直接雇用数 
•地元業者との継続取引数 
•雇用の継続率

•原材料の地産調達率 
•地域内支出額 
•協業先の業種数

•参画農家数 
•栽培面積（有機／特別栽培） 
•年間収穫量（ラフマ・酒米等） 
•農業研修・技術支援回数

•アントレプレナーシップ教育の実施
　回数 
•参加生徒・学生数

•ファンド等を通じた誘致スタートアッ
　プ数 
•協業・共創プロジェクト数 
•外部人材との契約数（副業・移住）

•ＳＮＳ・ウェブでのブランドリーチ数 
•メディア掲載件数 
•NAIA経由で珠洲に関心を持った人数
　（関係人口） 
•NAIAをきっかけに珠洲を訪問した人数
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パ
ク
ト
サ
ー
ク
ル
と
連
携
し
、
本
事

業
の
Ｉ
Ｍ
Ｍ
（
イ
ン
パ
ク
ト
測
定
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）
に
取
り
組
ん
だ

（
図
表
１
）。

　

特
徴
的
な
の
は
、
一
般
的
な
Ｉ
Ｍ

Ｍ
の
実
践
で
求
め
ら
れ
る
ア
ウ
ト
カ

ム
志
向
や
「
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン

グ
」
と
い
っ
た
手
法
に
固
執
せ
ず
、

社
内
で
の
理
解
促
進
や
ビ
ジ
ネ
ス
と

し
て
の
持
続
可
能
性
を
考
慮
し
、
経

済
性
を
含
め
た
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を
起

点
に
据
え
た
点
だ
。
地
域
で
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
上
、
価
値
の
あ
る
素
材

を
生
産
す
る
こ
と
が
地
域
の
経
済
的

自
立
に
つ
な
が
る
だ
け
で
な
く
、
ア

ス
テ
ナ
グ
ル
ー
プ
自
身
の
商
品
性
向

上
、
ひ
い
て
は
収
益
に
も
つ
な
が
る
。

　

本
事
例
で
は
、
こ
う
し
た
こ
と
を

丁
寧
に
ロ
ジ
ッ
ク
化
し
て
「
イ
ン
パ

ク
ト
コ
ン
セ
プ
ト
」
と
し
て
示
し
た
。

七
つ
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
そ
れ
ぞ

れ
に
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
指
標
を
設
定
し
、

ア
ウ
ト
カ
ム
は
経
済
的
価
値
の
可
視

化
を
重
視
し
つ
つ
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
の
変
容
を
示
す
定
性
的
な
ナ
ラ

テ
ィ
ブ
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
。

　

上
場
企
業
が
本
業
と
一
見
離
れ
た

地
域
の
社
会
課
題
に
長
期
ス
パ
ン
で

向
き
合
う
こ
と
は
、
短
期
的
な
視
点

に
な
り
が
ち
な
資
本
市
場
と
の
間
に

緊
張
関
係
を
生
み
か
ね
な
い
。
そ
れ

で
も
同
社
が
試
行
錯
誤
を
重
ね
な
が

ら
「
稼
ぐ
こ
と
」
と
「
循
環
す
る
こ

と
」
の
両
立
を
模
索
す
る
姿
は
、
イ

ン
パ
ク
ト
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
実
務
に

お
け
る
一
つ
の
重
要
な
問
い
か
け
と

な
っ
て
い
る
。

見
え
て
き
た
二
つ
の
課
題

見
え
て
き
た
二
つ
の
課
題

　

ソ
ー
シ
ャ
ル
指
標
分
科
会
に
お
け

る
こ
の
事
例
発
表
後
の
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
、
上
場
企
業
が
地
域
に

根
差
し
た
長
期
的
な
事
業
に
取
り
組

む
こ
と
の
難
し
さ
が
話
題
と
な
っ
た
。

資
本
市
場
が
短
期
的
な
視
点
を
持
ち

や
す
い
な
か
、
能
登
で
の
取
り
組
み

が
経
済
的
成
果
と
し
て
表
れ
る
ま
で

に
は
時
間
が
か
か
る
。

　

こ
の
時
間
軸
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
つ
い

て
問
わ
れ
た
ア
ス
テ
ナ
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ

の
担
当
者
は
、
社
内
で
プ
レ
ッ
シ
ャ

ー
を
感
じ
た
時
期
が
あ
っ
た
こ
と
を

率
直
に
語
っ
た
。
当
初
は
取
り
組
み

モ
デ
ル
の
全
国
・
海
外
展
開
も
視
野

に
あ
っ
た
が
、
珠
洲
市
に
深
く
入
り

込
む
中
で
、
社
会
課
題
に
は
強
い
地

域
性
が
あ
り
、
単
純
に
横
展
開
で
き

る
も
の
で
は
な
い
と
気
付
い
た
と
い

う
。
そ
の
上
で
、
自
社
の
強
み
を
生

か
せ
る
事
業
へ
と
軸
足
を
移
し
、
社

会
性
だ
け
で
な
く
事
業
自
体
が
利
益

を
生
む
こ
と
こ
そ
が
、
イ
ン
パ
ク
ト

を
継
続
的
に
創
出
す
る
た
め
に
不
可

欠
だ
と
い
う
気
付
き
を
得
た
と
振
り

返
っ
た
。

　

ま
た
、
完
成
し
た
イ
ン
パ
ク
ト
コ

ン
セ
プ
ト
を
社
内
外
に
い
か
に
説
明

し
て
い
く
か
と
い
う
今
後
の
課
題
も

議
論
さ
れ
た
。「
イ
ン
パ
ク
ト
志
向

の
金
融
機
関
か
ら
投
資
に
値
す
る
と

評
価
さ
れ
る
た
め
に
は
何
が
必
要

か
」
と
い
う
問
い
に
対
し
、
分
科
会

の
参
加
者
（
投
資
家
）
か
ら
は
「
本

事
業
は
企
業
全
体
の
パ
ー
パ
ス
や
理

念
と
地
続
き
な
の
か
、
そ
の
整
合
性

が
問
わ
れ
る
」
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
ア
ス
テ
ナ
ミ
ネ
ル

ヴ
ァ
は
、
創
業
以
来
大
切
に
し
て
き

た
「
必
要
な
も
の
を
必
要
な
か
た
ち

で
提
供
す
る
」
と
い
う
姿
勢
が
珠
洲

市
で
の
取
り
組
み
に
最
も
明
確
に
表

れ
て
い
る
と
再
確
認
す
る
考
え
を
示

し
た
。
併
せ
て
、
こ
う
し
た
Ｉ
Ｍ
Ｍ

の
実
践
を
一
事
業
に
と
ど
め
ず
、
会

社
全
体
に
広
げ
て
い
く
こ
と
の
意
義

を
検
討
し
た
い
と
し
た
。

　

同
分
科
会
の
座
長
で
あ
る
り
そ
な

ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
松
原
稔

チ
ー
フ
・
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
・
オ

フ
ィ
サ
ー
は
、
上
場
株
式
投
資
を
行

う
運
用
会
社
の
立
場
か
ら
「
Ｉ
Ｍ
Ｍ

は
単
な
る
測
定
ツ
ー
ル
で
は
な
く
、

企
業
と
投
資
家
が
未
来
志
向
で
対
話

す
る
た
め
の
共
通
言
語
」
と
説
く
。

そ
の
上
で
「
財
務
情
報
だ
け
で
は
見

え
な
い
社
会
的
価
値
を
エ
ン
ゲ
ー
ジ

メ
ン
ト
に
よ
っ
て
共
創
し
て
い
く
こ

と
を
期
待
す
る
」
と
話
す
。

　

共
に
座
長
を
務
め
る
京
都
信
用
金

庫
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
バ
ン
ク
京

信
）
の
石
井
規
雄
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
グ

ッ
ド
推
進
部
長
は
「（
本
事
例
で
は

金
融
機
関
に
よ
る
直
接
的
な
伴
走
は
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ソーシャルビジネスとＩＭＭ

な
か
っ
た
も
の
の
）
今
後
こ
う
し
た

取
り
組
み
に
対
し
て
金
融
機
関
自
身

が
資
金
や
伴
走
支
援
を
提
供
し
て
い

く
こ
と
で
、
異
な
る
パ
ー
パ
ス
を
持

つ
関
係
者
を
つ
な
ぐ
〝
調
整
役
（
ハ

ブ
）〞
と
し
て
の
役
割
を
果
た
せ
る

の
で
は
な
い
か
」
と
強
調
。「
地
域

性
を
加
味
し
た
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト

を
実
践
す
る
こ
と
で
、
地
域
社
会
へ

の
イ
ン
パ
ク
ト
を
創
出
し
続
け
る
こ

と
に
つ
な
が
る
」
と
期
待
を
示
す
。

企
業
と
の
協
働
が
不
可
欠
な

企
業
と
の
協
働
が
不
可
欠
な  

イ
ン
パ
ク
ト
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

イ
ン
パ
ク
ト
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

　
Ｉ
Ｍ
Ｍ
は
、
こ
れ
ま
で
主
に
イ
ン

パ
ク
ト
創
出
を
意
図
す
る
金
融
機
関

が
、
自
ら
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
「
測

定
」
し
「
管
理
」
し
て
い
く
た
め
の

手
法
と
し
て
実
践
さ
れ
て
き
た
。
イ

ン
パ
ク
ト
志
向
金
融
宣
言
に
お
け
る

議
論
も
、
金
融
機
関
の
立
場
か
ら
Ｉ

Ｍ
Ｍ
を
ど
の
よ
う
に
実
践
し
て
い
く

か
と
い
う
視
点
を
中
心
に
重
ね
ら
れ

て
き
た
経
緯
が
あ
る
。

　

そ
う
し
た
中
で
、
ア
ス
テ
ナ
ミ
ネ

ル
ヴ
ァ
の
事
例
が
特
徴
的
な
の
は
、

金
融
機
関
主
導
で
は
な
く
、
企
業
自

身
が
主
体
と
な
っ
て
Ｉ
Ｍ
Ｍ
に
取
り

組
ん
だ
点
だ
。
社
内
外
へ
の
説
明
と

い
う
必
要
性
か
ら
出
発
し
た
こ
の
実

践
は
、
収
益
性
と
イ
ン
パ
ク
ト
創
出

の
両
輪
を
強
く
意
識
し
た
内
容
と
な

っ
て
お
り
、
イ
ン
パ
ク
ト
創
出
を
目

指
す
企
業
・
金
融
機
関
の
双
方
に
と

っ
て
、
多
く
の
示
唆
を
含
む
事
例
と

い
え
る
。

　

事
例
集
で
は
、
ア
ス
テ
ナ
ミ
ネ
ル

ヴ
ァ
の
取
り
組
み
を
含
め
、
七
つ
の

イ
ン
パ
ク
ト
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
実
践

例
を
紹
介
し
て
い
る
（
図
表
２
）。

イ
ン
パ
ク
ト
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
は
金
融

機
関
側
の
意
図
が
あ
る
こ
と
が
大
前

提
と
な
る
が
、
実
際
に
は
企
業
側
と

の
協
働
の
取
り
組
み
で
も
あ
る
。
事

例
の
中
に
は
、
Ｉ
Ｍ
Ｍ
を
通
じ
た
対

話
を
重
ね
る
中
で
、
企
業
自
身
が
気

づ
い
て
い
な
か
っ
た
社
会
的
価
値
に

光
が
当
た
り
、
双
方
の
理
解
が
深
ま

っ
て
い
っ
た
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
事
例
集
で
は
、
分
科
会
内

で
交
わ
さ
れ
た
議
論
の
内
容
も
併
せ

て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
指
標
設
定
の

悩
み
や
、
ア
ウ
ト
カ
ム
測
定
の
難
し

さ
、
金
融
機
関
と
し
て
ど
こ
ま
で
踏

み
込
む
べ
き
か
と
い
っ
た
課
題
感
も

率
直
に
記
録
さ
れ
て
お
り
、
実
務
に

携
わ
る
人
に
と
っ
て
参
考
に
な
る
部

分
は
多
い
は
ず
だ
。
関
心
を
持
っ
た

読
者
は
、
ぜ
ひ
事
例
集
本
編
も
手
に

取
っ
て
も
ら
い
た
い
。

（
注
）　
イ
ン
パ
ク
ト
志
向
金
融
宣
言 

ソ
ー
シ

ャ
ル
指
標
分
科
会
「
イ
ン
パ
ク
ト
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
の
実
践
〜
ソ
ー
シ
ャ
ル
指
標

を
活
用
し
た
事
例
と
実
務
の
ヒ
ン
ト

〜
」

な
か
む
ら
　
ま
き

国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
で
事

業
評
価
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
立
案
・
管

理
を
経
験
後
、
監
査
法
人
の
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
ー
部
門
で
民
間
企
業
向

け
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
や
官
公
庁
向
け

調
査
、
途
上
国
の
社
会
課
題
解
決
ビ

ジ
ネ
ス
支
援
等
に
従
事
。
独
立
後
は

「
イ
ン
パ
ク
ト
投
資
に
関
す
る
勉
強

会
」「
イ
ン
パ
ク
ト
志
向
金
融
宣

言
」
の
立
ち
上
げ
・
運
営
に
携
わ
り
、

企
業
の
取
締
役
監
査
等
委
員
も
務
め

る
。

〔図表２〕 事例集の概要
事例先 事例の概要

運用会社
りそなアセットマネジメント 国内上場株式インパクト投資ファンドの運用

ティー・ロウ・プライス 海外上場株式・債券を対象としたインパクトファンドの
運用

ベンチャー
キャピタル JPインベストメント 地域・インパクト１号ファンド（国内・非上場株）の運

用

銀行 SBI新生銀行 放課後等デイサービス事業所を運営する企業へのソーシ
ャルローンの提供

信用金庫 京都信用金庫 連携金融機関と共に運用するソーシャル企業認証制度

事業会社 ドリームインキュベータ 愛知県豊田市で実施しているソーシャルインパクトボン
ドを活用した介護予防事業

アステナミネルヴァ 石川県奥能登地域でのソーシャルビジネス事業
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